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第３回山形大学医学部奨励賞選考過程及び受賞者について
遠藤政夫前医学部長
　広く医学の進歩に貢献する独創性の高い論文
を発表した若い研究者に「山形大学医学部奨励
賞」を授与するための制度として、平成12年１
月５日に「山形大学医学部奨励賞取扱要項」が
制定され、同要項において、応募資格要件及び
選考方法等は次のように定められている。
　(１)  応募資格要件は、１）募集する前年の３
月又は９月に博士（医学）の学位を授与　
　された者。２）募集する年の３月に博士
（医学）の学位を授与される予定の者。
　(２)   選考方法は、研究科長（委員長）、学務
委員会委員長、論文博士委員会委員長、基
礎系教授３人及び臨床系教授３人で構成し
た「山形大学医学部奨励賞選考委員会（以
下「選考委員会」という。）」が選考し、医
学系研究科会議で決定する。
　(３)   受賞者は、研究内容の要旨を山形大学
紀要（医学）にて紹介する。
　今年度の選考委員会は、遠藤政夫研究科長
（委員長）、荻野利彦学務委員会委員長、大谷浩
一論文博士委員会委員長、後藤薫組織細胞生物
学分野教授、加藤宏司神経機能統御学分野教
授、若林一郎環境病態医学分野教授、河田純男
消化器病態統御内科学分野教授、嘉山孝正神経
機能再生外科学分野教授、山下英俊視覚病態学
分野教授の９人の委員で構成された。
　平成15年４月14日付けで５月９日を締切日と
して公募を行ったところ、４名の応募があっ
た。
　平成15年６月16日付け委員長名で、応募者の
学位論文等を各委員に配布し、十分な検討方を
依頼した。同月30日開催の選考委員会におい
て、各委員から、応募者の論文内容について講
評があった後、選考方法などに関し種々意見の
交換が行われ、論文の内容などを考慮し、若手
の研究者の研究活性を刺激するという観点か
ら、大泉俊英、櫻田　香、飛沢晋介の３氏が受
賞者として選考された。　　　　　　　　　　
　なお、各氏の論文概要は次のとおりである。
大泉俊英氏：「山形県舟形町の35歳以上の一般
住民糖尿病検診者（既知糖尿病者を除く）を対
象として、遺伝子検索に文書で同意の得られた
1685名（平均年齢58.6±12.5歳、平均BMI23.67
±3.28kg/m2、男性750名、女性935名）について
検討し、２型糖尿病及び肥満との関連を解析に
足りるだけの十分な数のA/Aホモ多型を見出
し、T/A多型群とA/A多型群との差違を示し、
A/Aホモ多型が２型糖尿病と肥満の独立した危
険因子である」ことを示し考察した内容で、こ
の知見は肥満・糖尿病のオーダーメイド医療の
基礎となることが期待できる。
櫻田　香氏：「汎カスパーゼ阻害剤zAsp-CH2-
DCBに対する細胞内の可逆的な不活化機構が
存在することを明らかにした。この不活化機構
が存在することにより対象となる細胞死の
characteri-zationを誤ってしまう危険がある。
細胞死のcharacterizationを正確に行うことは、
癌の新たな治療法を開拓する際にも基本となる
事 項で あり、阻害剤 を用い た細胞 死の
characterizationにpitfallがある」ことを示し考
察した内容で、この知見は生物学、医学研究の
発展に大きく寄与することが期待できる。
飛沢晋介氏：「ヒトのwild-type SOD1とmutant 
SOD1のコンストラクトを作製し、COS7細胞に
transfectionし、細胞内小器官や細胞骨格を観
察した。その結果mutantSOD1をtransfection
した時のみ、小胞体に一致して凝集体が形成さ
れ、GRP78がoverexpressionされ、『小胞体スト
レス』が起こっていることを明らかにした。こ
のような細胞では、tubulinの線維形成が不良
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となり、ミトコンドリアの細胞内輸送が障害さ
れた。さらにmutantSOD1 transgenic miceに
おいても、発症直前よりGRP78のoverexpres-
sionが起こっているを明らかにし、筋萎縮性側
索硬化症の病態に小胞体ストレスが関与してい
る」ことを示し考察した内容で、筋萎縮性側索
硬化症の研究に新たな方向性を示したこの知見
は生物学、医学研究の発展に大きく寄与するこ
とが期待できる。
　以上のように各氏とも、臨床的に貴重な知見
を見出しており、選考委員会医員全員一致で
「医学の進歩に貢献する創造性の高い論文であ
る」と認め、「さらなる医学の発展につながる期
待が高い」と認められた。
　平成15年７月１日開催の研究科会議に各氏を
今年度の奨励賞受賞者として推薦し、諮られた
結果、全員一致で各氏の授賞が承認された。
　各氏の略歴は次のとおりである。
大泉俊英氏：昭和39年生まれで、平成４年３月
本学部医学科卒業後、直ちに本学部附属病院第
三内科に入局、平成５年４月から平成11年３月
まで他病院で研鑽を積み、同年４月本学部附属
病院第三内科に復帰し、同年８月から助手とし
て活躍している。平成14年３月に博士（医学）
の学位を授与された。
櫻田　香氏：昭和47年生まれで、平成９年３月
本学部医学科卒業後、同年４月本学大学院医学
系研究科医学専攻に入学、平成１１年４月本学部
脳神経外科助手、平成12年４月から平成14年９
月まで他病院勤務、同年10月本学部脳神経外科
助手、平成15年５月他病院で再度研鑽を積み、
同年８月から本学部脳神経外科助手として活躍
している。平成15年３月に博士（医学）の学位
を授与された。
飛沢晋介氏：昭和45年生まれで、平成７年３月
本学部医学科卒業後、同年６月他病院勤務、平
成10年４月本学部附属病院第三内科に入局（本
学大学院医学系研究科医学専攻にも入学）し、
平成14年３月に博士（医学）の学位を授与され
た。
　最後に、これまでの反省点を踏まえ逐次、「山
形大学医学部奨励賞取扱要項」を見直して行く。
本奨励賞は、山形大学医学部における若手研究
者の研究取り組みに対する意欲を促進するため
に設けたもので、今後も継続的に年１回の公募
を行う。多くの若手研究者の応募を期待してい
る。
